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( II({和34年 2月19日制定)

作者は福岡県の城戸典弘氏で、身延町の「身」の

と子をかたどり、 イ申び千子く国Jのすカぜたをあらわし

たものである。
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名 差三二
広二=t

主|時脇竜妙、師

(目白和44年 2月11日推戴)

明治39年以来、身延深敬国々長と

して救らい事業ひとすじに献身さ

れたわが国社会福祉の偉大な功労

者 。

(現在93才)

開丁 民

藤井日 l静附

(昭和44年 2月11日推戯)

昭和34年身延山久遠寺法主に就任

以来、国際親善と平和 ・世界連邦

建設運動に大きな足跡、を残し、私

学の振興にも尽くされた。

(現在91才)
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企 日 A聖人御廟所

"" f在日早庵跡

史 跡
と

建造物

企 御廟塔

( f:l ~主聖人の紋章)



A 養珠院殿お万の方墓所(大野山本遠寺) 企 日蓮聖人お手中L~の杉(奥の院)



企口 li，] J二人碑(御廟所内) 企 身延山総門



企 身延山 L 門

美 術工

と

文

τH了仁I
Z三三 口口

三註
Eヨ

企 久&.]":の ilriJj.主(県文化財)

企 七而山敬恨院

企 本 IEi、予の於(県文化財)



企 日蓮聖人御真筆(本法寺蔵)

企 本遠寺の釈迦立像

企 天文年聞の身延の万工広舎作の脇差
A 同の毛要文化財紙本墨書本朝文粋(久遠寺蔵)

A 1 r~- 立の感状(古j-ti_)をい此) A 1L~ 玄の，問、 m 状(望 J J /(ÙI事)



天然記念物

と

出 土
仁I
口口

企 上沢寺のお葉付いちょう(国指定 ・天然記念物)

企 身延山上の山の千本杉(県指定 ・天然記念物)

のお葉付いちょう

(国指定 ・天然記念物)

企 お葉イ.p、ちょうの実



企 出上品(土器・大久保吉IS都)

岡丁 旦
示 観の

一躍進の町一

企 出土品(心ー器.i古f丸山部活)



企 七夕飾りをした身延門前町

v 下山 の 町なみ

A 稔、 1) の秋

企 身延駅前の商山街

v 新しい動脈 ・新 早 川崎



企 梅干の高居街

町の産業



企 泣林の夫(大河内地区)

誘致工場第一号

A 深ミ1丘公身延工場(大野)



身延山信仰のすがた



企 久i車、予除夜の鍔:に!tまる人々

企 IJLj {干の j武光

伝統ある

仏都と観光

... ~'f t是梯

， ... ;J'( IIXJ 段 li可 l名



企 七面山頂の御米光 企 身延山の春

V 七面山の大方、レ
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企 豊岡公民館

町の教育
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企 次代を.jTi.う学童たち



企 昭和34年台風7号・堤防を越えて

大型付rs'i存を芥みこむ富と川の濁流

fii ゴヨE
y、仁ゴ の日己多jt

.... H百和34年・ようやく水の引 きはじめた大野部部

‘ 昭和36年の台風で流失寸前の身延橋仮橋

司V 丸滝町営住宅の惨状(lIdキ1141年 9月 ・台風26号)



v 水中に浮ぷ大河内中学校(昭和]34年)



企 勝沢の氾濫による梅平の状況 (同上) 企 帯金金竜寺(向上)
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